
今年も夏休み企画『夏休み自由研究講座』と『日帰りバスツアー』を開催します。 

 

今年も夏休み企画として、小学５・６年生とその保護者を対象とした『夏休み自由

研究講座～イタイイタイ病を学ぼう～』と『イタイイタイ病を学ぶ日帰りバスツアー』

を開催します。 

  

『夏休み自由研究講座～イタイイタイ病を学ぼう～』は７月２９日（金）と３０日

（土）に開催します。内容は、イタイイタイ病対策協議会副会長で語り部でもある髙

木良信さんによる自身の経験を交えた資料館の展示解説やイタイイタイ病に関する

クイズを行った後、石けんと環境との関わりについての学習及びハンドソープ作りを

予定しています。 

また、『イタイイタイ病を学ぶ日帰りバスツアー』は、８月５日（金）に開催しま

す。内容は、資料館の展示見学の後、バスに乗り込み、カドミウム汚染から復元され

た農地や神岡鉱業株式会社の工場やたい積場、富山太陽光発電所ＰＲ館といったイタ

イイタイ病に関係する場所を巡ります。 

 

いずれの企画も、イタイイタイ病の恐ろしさやその克服に向けた取り組み、環境と

健康の大切さについて理解を深めていただける内容となっております。夏休みの親子

での思い出作りにいかがでしょうか。 

 

なお、参加は無料ですが、事前申し込みが必要となります。申し込みの締切は、７

月２６日（火）（必着）、申し込み多数の場合は抽選となります。 

詳しい内容については、資料館ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 



 

語り部及び解説ボランティア研修会を開催しました。 

 

６月２５日（土）、語り部と解説ボランティアの方々を対象とした研修会を開催

しました。この研修会は、語り部と解説ボランティアの方々の知識や講話・解説技

能の向上を目的として、毎年開催しているものです。 

 

今年の研修会では、富山市立宮野小学校の柳田和文教諭より「教育現場における

イタイイタイ病の位置づけと児童の興味と教師の思い」と題して講演をいただきま

した。 

講演では、被害地域の小学校として、イタイイタイ病の恐ろしさや先人たちの克

服に向けた取り組み、環境と健康の大切さを未来を担う子どもたちにしっかりと学

んでもらうため、開館以来、毎年資料館を見学していることや、授業でイタイイタ

イ病を取り上げ、最後には劇としてまとめられた実践事例を紹介いただきました。 

講演の後、教育現場での現状や資料館や語り部への要望等をお聴きし、意見交換

を行いました。 

 

 このように、今後の語り部講話やボランティア活動を含めた資料館運営に役立つ、

有意義な研修会となりました。 

 

 

                    

 

 

 

 

 
 

 

柳田教諭による講演 

 

柳田教諭との意見交換の様子 


